
九
星
と
易
断
に
よ
る

二
月
・
三
月
の
運
勢

気
学
で
は
寅
の
二
黒

二
月
三
日
（
立
春
）
節
入

気
学
で
は
卯
の
一
白

三
月
五
日
（
啓
蟄
）
節
入

巳
年
に
一
言

十
二
支
の
中
で
は
唯
一
の

象
形
文
字
で
名
付
け
ら
れ
て

い
る
。
説
文
に
は
「
巳
也
四

月
陽
気
巳
出
」
。
気
は
四
月

に
至
り
て
現
れ
る
。
あ
た
か

も
蛇
が
冬
蟄
し
て
夏
出
づ
る

に
似
た
れ
ば
蛇
の
形
を
か
き

て
其
義
を
示
す
。
巳
は
蛇
な

り
。
方
角
に
配
し
て
は
東
南
、

時
に
配
し
て
は
午
前
十
時
と

す
。
皆
陽
気
な
り
。

巳
は
「
包
」
の
中
の
「
巳
」

に
て
、
人
の
子
の
出
来
始
め

な
り
と
い
う
。

さ
て
、
十
二
神
獣
の
蛇
を

「
ミ
」
と
呼
ぶ
の
は
、
「
ミ
」

は
「
ヘ
ミ
」
か
ら
で
、
ヘ
ビ

の
略
と
し
た
も
の
で
す
。

諺
に
は
教
訓
・
風
刺
あ
り
。

○
鬼
が
出
る
か
蛇
が
出
る
か

○
蛇
が
出
そ
う
で
蚊
も
出
ぬ

○
蛇
の
心
は
へ
び
が
知
る

○
蛇
の
道
は
へ
び

○
竜
頭
蛇
尾

○
蛇
稽
古

○
蛇
の
生
殺
し
は
人
を
噛
む

○
盲
蛇
に
怖
じ
ず

○
蛇
神
ー
蛇
神
附

○
蛇
蛻
（
だ
せ
い
）
蛇
殻

○
蛇
身
人
面
ー
神
の
異
形

他
に
も
多
数
あ
り
ま
す
。

一
白
水
星
の
人
の
運
勢

二
月
筮―

天
火
同
人
九
三

三
月
筮―

沢
山
咸
九
四

二
月
の
好
運
は
ど
の
道
か

ら
来
る
の
か
楽
し
み
。
家
庭

内
の
プ
ラ
ン
は
進
め
る
。
夫

婦
の
絆
と
愛
情
は
濃
い
。
仕

事
は
休
み
な
く
忙
し
い
。
金

銭
や
り
繰
り
と
風
邪
に
用
心
。

三
月
の
用
事
は
厄
介
な
も

の
多
く
仕
事
な
ど
長
引
く
。

住
居
の
手
入
れ
と
探
し
物
に

苦
労
す
る
。
金
運
は
損
を
し

や
す
い
。
目
と
歯
に
対
処
。

二
黒
土
星
の
人
の
運
勢

二
月
筮―

山
雷
頥
六
五

三
月
筮―

山
雷
頥
初
九

二
月
は
平
穏
に
進
め
た
い

が
雑
用
に
追
わ
れ
る
。
仕
事

は
細
か
く
時
間
を
か
け
て
処

理
。
家
庭
の
団
欒
が
気
持
ち

緩
め
る
。
外
で
は
友
人
の
相

談
に
乗
る
。
疲
労
回
復
第
一
。

三
月
は
活
気
が
あ
る
の
で

乗
っ
て
み
る
。
春
の
気
配
を

喫
す
る
ゆ
と
り
。
金
運
は
目

的
の
た
め
に
用
い
る
。
悩
み

の
解
消
と
食
事
で
養
生
が
吉
。

三
碧
木
星
の
人
の
運
勢

二
月
筮―

沢
風
大
過
九
三

三
月
筮―

水
山
蹇
六
二

二
月
は
公
私
両
面
に
荷
が

重
い
。
無
理
押
し
し
て
長
引

く
。
仕
事
は
益
あ
る
内
容
を

選
ぶ
。
自
家
用
の
乗
物
整
備

や
部
屋
の
飾
り
に
セ
ン
ス
が
。

金
運
堅
く
体
調
は
睡
眠
必
要
。

三
月
は
先
を
急
が
ず
待
つ

の
が
良
い
。
う
ま
い
話
に
は

棘
が
あ
る
。
予
定
約
束
は
延

び
て
良
い
。
出
費
散
財
と
季

節
の
花
粉
症
で
目
鼻
に
用
心
。

四
緑
木
星
の
人
の
運
勢

二
月
筮―

山
火
賁
六
五

三
月
筮―

風
沢
中
孚
六
四

二
月
は
交
際
が
多
く
負
担

が
か
か
る
。
知
人
と
の
会
話

が
面
白
い
。
仕
事
は
軽
く
見

て
い
る
と
ミ
ス
あ
り
。
年
齢

よ
り
若
さ
が
あ
ふ
れ
る
の
で

嬉
し
い
。
口
腔
内
手
当
を
。

三
月
は
仕
事
に
四
つ
に
組

み
手
応
え
あ
り
成
果
あ
り
。

夫
婦
・
親
子
の
絆
深
ま
る
。

義
理
あ
る
人
物
に
気
遣
う
。

金
運
良
好
。
体
調
は
維
持
。

五
黄
土
星
の
人
の
運
勢

二
月
筮―

地
風
升
六
五

三
月
筮―

沢
火
革
九
五

二
月
は
上
り
調
子
で
気
分

良
い
。
現
在
取
り
組
む
仕
事

は
ス
ム
ー
ズ
。
金
銭
の
出
入

り
が
続
く
。
私
事
難
問
は
解

決
策
あ
り
。
交
際
面
で
新
規

友
人
の
奇
縁
。
感
染
症
注
意
。

三
月
は
旧
を
新
に
換
え
、

日
々
の
方
針
改
め
る
。
書
類

と
押
印
慎
重
に
。
買
い
物
で

は
予
算
よ
り
高
く
つ
く
。
他

に
出
費
あ
り
。
気
疲
れ
増
す
。

六
白
金
星
の
人
の
運
勢

二
月
筮―

沢
雷
随
九
五

三
月
筮―

雷
山
小
過
九
三

二
月
は
何
事
に
も
賢
く
判

断
。
変
化
を
求
め
ず
現
状
維

持
大
事
。
物
事
の
対
応
は
臨

機
応
変
に
。
金
運
平
凡
。
不

相
応
を
し
な
い
。
疲
労
回
復
。

三
月
は
出
る
杭
打
た
れ
る

慎
重
に
。
心
の
悩
み
は
晩
春

に
解
け
る
の
を
待
つ
。
利
殖

の
線
は
有
力
。
知
人
の
苦
悩

を
聞
く
。
腰
部
に
注
意
。

七
赤
金
星
の
人
の
運
勢

二
月
筮―

水
山
蹇
六
四

三
月
筮―

山
雷
頥
六
五

二
月
は
自
重
運
。
素
直
な

流
れ
に
従
う
の
が
利
口
。
志

望
の
チ
ャ
ン
ス
は
遠
い
が
我

慢
す
る
。
親
子
の
情
愛
は
深

い
が
友
人
の
場
合
は
誤
解
に

注
意
。
風
邪
熱
が
迫
る
。

三
月
は
自
分
の
ペ
ー
ス
に

戻
る
が
、
公
私
に
多
忙
で
目

が
回
る
。
仕
事
で
気
合
い
が

入
る
が
誤
算
に
は
注
意
。
金

運
は
強
気
を
避
け
る
。
体
力

を
維
持
。

八
白
土
星
の
人
の
運
勢

二
月
筮―

雷
水
解
六
三

三
月
筮―

火
水
未
済
六
三

二
月
は
慎
重
運
。
先
頭
を

走
ら
ず
二
番
手
で
い
く
。
常

識
を
わ
き
ま
え
て
い
れ
ば
安

全
。
波
乱
の
道
は
避
け
る
。

家
庭
の
和
は
宝
物
。
金
策
に

加
勢
受
け
る
。
花
粉
と
皮
膚

に
用
心
。

三
月
の
活
力
に
乗
る
に
は

中
旬
。
下
旬
に
成
果
出
る
。

昨
日
よ
り
今
日
が
大
事
。
生

き
甲
斐
を
持
つ
。
夢
を
実
現

す
る
若
さ
あ
り
。
体
調
安
心
。

九
紫
火
星
の
人
の
運
勢

二
月
筮―

風
沢
中
孚
六
四

三
月
筮―

火
水
未
済
初
六

二
月
は
早
起
き
し
て
朝
日

を
仰
ぐ
の
が
福
を
呼
ぶ
鍵
。

仕
事
は
新
技
術
で
取
り
組
む
。

家
庭
は
古
風
が
良
い
。
悩
み

は
少
な
く
ゆ
と
り
が
生
ま
れ

る
。
金
運
は
平
常
運
転
。
足

腰
の
疲
れ
は
早
め
に
対
処
。

三
月
は
順
調
に
展
開
。
日

頃
の
努
力
が
実
を
結
ぶ
。
埋

も
れ
て
い
た
才
能
を
表
す
と

き
。
ど
こ
で
も
和
を
図
り
、

心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
る
心
構

え
で
福
が
来
る
。
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岩
﨑
紀
子
先
生

十
二
月
一
日
（
日
）
足

立
区
勤
労
福
祉
会
館
に
お

い
て
、
有
宵
会
の
定
期
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
福
田
有
宵
先

生
よ
り
、
今
年
一
年
間
、

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

内
容
の
あ
る
研
究
会
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
感
謝
の
お
言
葉
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

☆
二
〇
二
五
年
は

ど
の
よ
う
な
年
に

な
る
の
か

佐
藤
宗
昡
先
生

二
〇
二
五
年
は
、
乙
巳

二
黒
土
星
の
年
で
す
。
納

音
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

覆
灯
火
で
す
。
覆
灯
火
は
、

提
灯
の
よ
う
に
周
り
だ
け

し
か
照
ら
せ
な
い
。
つ
ま

り
、
自
分
の
事
に
精
一
杯

で
他
人
の
事
ま
で
手
が
回

ら
な
い
。
目
の
前
の
事
を

丁
寧
に
や
っ
て
い
く
、
そ

の
よ
う
な
年
に
な
り
ま
す
。

乙
巳
の
年
は
六
十
年
に

一
度
巡
っ
て
き
ま
す
が
、

過
去
の
乙
巳
の
年
は
ど
の

よ
う
な
事
が
あ
っ
た
の
か
、

歴
史
的
に
見
て
み
ま
し
ょ

う
。

◆
一
九
六
五
年
（
昭
和
四

〇
年
）乙

巳

八
白
土
星
年

〇
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
。
米
国

が
初
め
て
北
ベ
ト
ナ
ム
に

爆
撃
開
始
、
ダ
ナ
ン
に
上

陸

〇
中
国
文
化
大
革
命

〇
マ
ル
コ
ム
氏
暗
殺

〇

い
ざ
な
ぎ
景
気

〇
流
行

歌…

赤
い
グ
ラ
ス
、
知
り

た
く
な
い
の
等

〇
自
然
災
害…

雨
台
風
二

十
三
～
二
十
五
号
に
よ
り

高
知
県
、
三
重
県
、
北
海

道
に
被
害
。
長
野
県
で
数

年
に
わ
た
る
群
発
地
震
が

発
生
し
、
家
屋
倒
壊
、
地

滑
り
、
液
状
化
現
象
に
よ

る
被
害
。

◆
一
九
〇
五
年
（
明
治
三

八
年
）乙

巳

五
黄
土
星
年

〇
日
露
戦
争
が
終
結
し
、

日
露
講
和
条
約
を
締
結

〇
自
然
災
害…

雨
台
風
二

号
に
よ
り
富
山
県
、
香
川

県
に
被
害
。

芸
予
地
震
。

◆
一
八
四
五
年
（
弘
化
二

年
）

乙
巳

二
黒
土
星
年

〇
徳
川
幕
府

十
二
代
将

軍
・
家
慶
の
時
代
。
一
八

四
一
年
か
ら
の
天
保
の
改

革
が
失
敗
し
財
政
破
綻
に

よ
り
幕
府
の
権
威
が
低
下
。

上
知
令
。

改
革
は
財
政
政
策
と
し

て
お
金
を
中
央
に
一
極
集

中
さ
せ
、
地
方
に
お
金
を

出
さ
ず
、
地
方
の
事
は
地

方
で
や
れ
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
が
、
失
敗
し
幕
府

は
改
革
を
断
念
。

こ
の
状
況
は
今
の
政
府

の
や
り
方
と
よ
く
似
て
い

ま
せ
ん
か
。
財
政
再
建
・

経
済
対
策
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
改
革
を
無

理
や
り
実
行
し
て
も
国
民

が
納
得
し
な
い
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
地
方
に
対

し
て
の
圧
迫
や
兵
庫
県
知

事
の
問
題
等
、
地
方
か
ら

生
じ
る
問
題
も
あ
り
ま
す
。

政
府
が
自
分
の
事
だ
け
で

は
な
く
、
し
っ
か
り
と
し

た
対
策
を
取
る
事
が
必
要

で
あ
り
、
私
達
自
身
も
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

〇
江
戸
・
大
阪
で
は
、
贅

沢
品
の
取
り
締
ま
り
が
厳

し
く
な
り
、
庶
民
や
商
人

の
生
活
に
制
限
が
か
か
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
今
で
も
起
こ
り
う

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。

〇
学
問
の
分
野…

蘭
学
や

洋
学
が
広
が
り
西
洋
の
知

識
が
徐
々
に
取
り
入
ら
れ

る
。

〇
自
然
災
害…

弘
化
の
大

火
。
江
戸
の
七
十
％
を
焼

失
し
、
被
害
は
甚
大
で
あ
っ

た
。

地
震
や
洪
水
が
各
地
で
散

発
。
天
候
不
順
や
冷
害
の

影
響
で
、
農
作
物
が
不
作

に
つ
な
が
る
。

〇
世
界
情
勢…

ア
メ
リ
カ

で
は
奴
隷
制
度
を
巡
る
南

北
の
対
立
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
じ
ゃ
が
い
も
飢
饉

（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
。
大

量
の
移
民
が
ア
メ
リ
カ
へ

流
出
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
産

業
革
命
が
進
行
中
。
中
国

で
は
ア
ヘ
ン
戦
争
終
結
後

の
処
理
。
敗
北
し
た
清
国

は
、
南
京
条
約
に
よ
り
外

国
へ
開
港
を
進
め
た
。

〇
一
八
四
五
年
は
、
幕
府

の
改
革
が
頓
挫
し
、
政
治

的
停
滞
と
経
済
の
困
窮
が

続
く
厳
し
い
状
況
で
し
た
。

一
方
、
自
然
災
害
や
外
国

か
ら
の
圧
力
に
よ
る
影
響

も
大
き
く
、
国
防
や
民
衆

の
生
活
環
境
に
多
大
な
課

題
を
残
し
ま
し
た
。
世
界

で
は
、
植
民
地
化
や
産
業

革
命
、
社
会
問
題
の
深
刻

化
が
進
行
し
、
日
本
も
そ

の
影
響
を
受
け
始
め
る
時

代
で
し
た
。

◆
歴
史
ま
と
め

ご
説
明
し
た
乙
巳
の
年

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
が
今

の
日
本
の
姿
と
似
て
い
ま

す
。政

府
は
も
と
よ
り
、
私

達
一
人
一
人
が
自
分
の
や

る
べ
き
こ
と
を
認
識
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

☆
暦
を
読
み
と
い
て
幸

せ
に
（
二
〇
二
五
年
の

各
星
の
運
勢
）

◆
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
私
が

毎
年
作
成
し
て
い
る
、
九

星
の
開
運
暦
の
タ
イ
ト
ル

か
ら
取
っ
て
い
ま
す
。
ま

ず
運
勢
に
入
る
前
に
、
気

の
話
を
し
ま
す

。
人
は

「
天
の
気
」
と
「
地
の
気
」

の
間
に
生
か
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
「
人
の
気
」
で
す
。
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人
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
天

の
気
に
触
れ
ま
す
が
、
こ

れ
が
一
生
の
運
気
に
影
響

し
ま
す
。
例
え
ば
現
在
は

政
治
・
経
済
共
に
不
安
定

な
時
代
で
す
。
今
生
ま
れ

た
子
は
バ
ブ
ル
時
代
に
生

ま
れ
た
子
と
は
環
境
が
違

い
ま
す
。
そ
の
時
代
に
生

ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
は
そ
の
時
代
が
備
わ
っ

て
い
る
訳
で
す
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◆
一
白
水
星
の
運
勢

巽
宮
に
回
座

吉
星
５
つ
☆
☆
☆
☆
☆

〇
総
合
運
：
交
際
範
囲
が

広
が
り
、
目
標
達
成
の
機

運
。

〇
仕
事
運
：
上
り
調
子
だ

が
、
注
意
も
必
要
。
巽
宮

同
会
で
、
勢
い
あ
る
が
調

子
に
乗
ら
ず
、
一
白
の
持

つ
慎
重
さ
を
持
っ
て
進
め

る
。

〇
家
庭
運
：
和
気
あ
い
あ

い
と
な
る
。
絆
を
深
め
る

た
め
の
家
族
旅
行
が
良
い
。

〇
恋
愛
運
：
決
断
と
集
中

で
、
恋
愛
か
ら
一
段
ア
ッ

プ
す
る
。

〇
金
運
：
付
き
合
い
が
広

が
り
ま
す
の
で
、
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
を
常
に
注
意
。

〇
健
康
運
：
風
邪
を
引
き

や
す
く
、
早
目
の
対
処
が

必
要
。

◆
二
黒
土
星
の
運
勢

中
宮
に
回
座

凶
星
４
つ
★
★
★
★

〇
総
合
運
：

八
方
へ
の
影

響
と
八
方
か
ら
の
影
響
あ

り
。

〇
仕
事
運
：
中
途
半
端
な

安
請
け
合
い
を
し
て
は
い

け
な
い
。
八
方
か
ら
の
依

頼
が
あ
る
が
、
安
請
け
合

い
す
る
と
、
八
方
塞
が
り

と
な
る
恐
れ
。

〇
家
庭
運
：
家
族
と
の
問

題
は
即
答
し
な
い
で
先
送

り
に
。

〇
恋
愛
運
：

無
理
は
禁
物

の
年
。
流
れ
を
読
ん
で
進

む
。

〇
金
運
：
真
ん
中
（
中
宮
）

に
い
ま
す
の
で
家
の
事
で

の
出
費
多
し
。
仕
事
で
は
、

会
社
経
営
者
、
勤
め
人
共

に
内
部
の
調
整
事
で
自
腹

を
切
る
可
能
性
あ
り
。

〇
健
康
運
：
ス
ト
レ
ス
か

ら
の
消
化
器
疾
患
。
持
病

の
再
発
に
注
意
。

◆
三
碧
木
星
の
運
勢

乾
宮
に
回
座
（
歳
破
付
）

凶
星
４
つ
★
★
★
★

〇
総
合
運
：
昨
年
の
八
方

塞
が
り
運
か
ら
は
抜
け
た

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
す

ぐ
に
行
動
に
移
さ
な
い
こ

と
。
勢
い
で
、
今
ま
で
止

め
ら
れ
て
い
た
事
を
や
り

過
ぎ
な
い
こ
と
。

〇
仕
事
運
：
目
前
の
問
題

に
向
き
合
う
。
昨
年
は
問

題
を
先
送
り
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
問
題
に

取
り
組
む
。
歳
破
が
付
く

の
で
、
周
囲
の
人
と
意
見

交
換
し
、
協
調
性
を
持
ち

事
に
当
た
る
。

〇
家
庭
運
：
上
か
ら
目
線

や
言
動
は
問
題
を
起
こ
す
。

歳
破
が
付
く
の
で
、
立
場

に
よ
る
（
父
親
だ
か
ら
な

ど
）
、
言
動
に
注
意
。

〇
恋
愛
運
：
マ
イ
ペ
ー
ス

は
破
綻
を
招
く
。
相
手
の

ペ
ー
ス
を
考
え
る
こ
と
。

〇
金
運
：
ギ
ャ
ン
ブ
ル
的

な
投
資
話
は
全
て
パ
ス
。

乾
宮
同
会
で
や
り
た
い
気

持
ち
に
な
る
の
で
注
意
。

〇
健
康
運
：
交
通
事
故
や

違
反
に
注
意
。
乾
宮
は
車

や
自
転
車
を
表
し
ま
す
。

◆
四
緑
木
星
の
運
勢

兌
宮
に
回
座

吉
星
３
つ
☆
☆
☆

〇
総
合
運
：
充
実
で
き
る

が
前
半
に
纏
め
よ
う
（
二

〇
二
六
年
は
艮
宮
回
座
と

な
る
の
で
本
年
中
に
纏
め

る
）
。

〇
仕
事
運
：
（
仲
間
が
出

て
き
ま
す
の
で
）
協
力
者

と
共
に
事
を
進
め
れ
ば
吉
。

〇
家
庭
運
：
家
族
で
の
会

食
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
そ
う
。

〇
恋
愛
運
：
出
会
い
か
ら

恋
愛
に
発
展
で
き
る
。
マ

イ
ペ
ー
ス
で
は
な
く
、
相

手
と
の
距
離
を
見
て
、
一

歩
進
め
る
。

〇
金
運
：
収
入
も
あ
る
が
、

支
出
増
に
注
意
。

〇
健
康
運
：
食
べ
過
ぎ
飲

み
過
ぎ
に
は
特
に
注
意
を
。

◆
五
黄
土
星
の
運
勢

艮
宮
に
回
座

吉
星
３
つ
☆
☆
☆

〇
総
合
運
：
運
気
の
変
わ

り
目
、
慎
重
に
進
め
よ
う
。

動
く
の
で
あ
れ
ば
前
半
よ

り
後
半
（
八
月
過
ぎ
位
か

ら
）
に
。

〇
仕
事
運
：
転
勤
や
異
動

等
の
環
境
の
変
化
が
起
こ

り
や
す
い
。

〇
家
庭
運
：
自
宅
の
修
理

に
頭
を
痛
め
る
年
。
慎
重

に
進
め
よ
う
。

〇
恋
愛
運
：
現
在
迄
の
関

係
を
振
り
返
り
是
正
点
を

確
認
。

〇
金
運
：
家
族
へ
の
出
費

多
し
。
優
先
順
位
を
決
め

計
画
的
に
。

〇
健
康
運
：
足
、
腰
に
注

意
。
特
に
段
差
の
あ
る
所

は
用
心
。

◆
六
白
金
星
の
運
勢

離
宮
に
回
座

吉
星
４
つ
☆
☆
☆
☆

〇
総
合
運
：
永
年
や
っ
て

き
た
事
が
認
め
ら
れ
る
。

〇
仕
事
運
：
謙
虚
が
一
番
。

上
か
ら

目
線
に
注

意
。

（
六
白
の
資
質
と
離
宮
が

重
な
る
為
）

〇
家
庭
運
：
問
題
を
先
送

り
せ
ず
、
解
決
さ
せ
よ
。

〇
恋
愛
運
：
継
続
す
る
か

ど
う
か
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ

る
。

〇
金
運
：
高
級
品
に
触
手

を
の
ば
す
が
、
お
財
布
と

相
談
。

〇
健
康
運
：
眼
精
疲
労
や

熱
中
症
に
注
意
。

◆
七
赤
金
星
の
運
勢

坎
宮
に
回
座

凶
星
５
つ
★
★
★
★
★

〇
総
合
運
：
自
重
運
。
基

本
の
充
実
を
図
り
、
自
分

自
身
を
高
め
よ
う
。

〇
仕
事
運
：
人
間
関
係
に

問
題
あ
り
、
感
情
で
行
動

し
な
い
。
周
り
の
人
を
大

切
に
。

〇
家
庭
運
：
家
う
ち
で
意

見
の
く
い
違
い
が
出
る
が
、

じ
っ
と
耐
え
る
。
白
黒
つ

け
る
の
で
は
な
く
、
自
分

の
意
見
を
言
い
つ
つ
も
、

相
手
の
意
見
を
聞
き
、
話

し
合
う
。

〇
恋
愛
運
：
付
き
合
う
機

会
が
あ
る
が
、
限
度
を
決

め
て
深
入
り
し
な
い
。

〇
金
運
：
外
に
出
資
せ
ず
、

自
分
に
投
資
。
（
二
〇
二

六
年
以
降
の
運
気
に
備
え
）

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
よ
う
。

〇
健
康
運
：
冷
え
、
婦
人

病
に
注
意
。
睡
眠
不
足
に

も
注
意
が
必
要
。

◆
八
白
土
星
の
運
勢

坤
宮
に
回
座
（
暗
剣
殺
付
）

吉
星
３
つ
☆
☆
☆

凶
星
４
つ
★
★
★
★

〇
総
合
運
：
（
坎
宮
か
ら

抜
け
た
為
）
低
迷
か
ら
の

脱
却
は
出
来
る
が
、
（
暗

剣
殺
付
の
為
）
未
だ
本
格

的
に
は
抜
け
ず
。

〇
仕
事
運
：
進
ん
で
や
る

よ
り
、
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹

せ
よ
。

〇
家
庭
運
：
嫁
姑
問
題
に
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気
配
り
が
必
要
。

〇
恋
愛
運
：
積
極
的
に
出

会
い
の
場
へ
。

〇
金
運
：
家
計
管
理
を
し
っ

か
り
。
収
入
は
多
く
な
い

の
で
、
支
出
を
い
か
に
少

な
く
す
る
か
で
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
。

〇
健
康
運
：
花
粉
症
、
ア

レ
ル
ギ
ー
が
発
症
し
や
す

い
。

◆
九
紫
火
星
の
運
勢

震
宮
に
回
座

吉
星
４
つ
☆
☆
☆
☆

〇
総
合
運
：
昨
年
度
の
計

画
の
も
の
を
現
実
化
す
る

た
め
に
行
動
す
る
こ
と
。

〇
仕
事
運
：
協
力
者
の
援

助
も
あ
り
大
い
に
発
展
で

き
る
。

〇
家
庭
運
：
隠
し
事
が
発

覚
の
恐
れ
あ
り
。
オ
ー
プ

ン
に
。

〇
恋
愛
運
：
目
上
か
ら
の

紹
介
で
良
い
出
会
い
あ
り
。

〇
金
運
：
（
自
分
か
ら
で

は
な
く
相
手
か
ら
話
を
も

ら
う
事
が
多
い
為
）
口
車

に
乗
る
と
失
敗
す
る
。
万

全
の
調
査
を
。

〇
健
康
運
：
風
邪
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意
。

―
―

―
―

―
―

―
―

☆
二
〇
二
四
年
を

振
り
返
る

福
田
有
宵
先
生

本
日
は
「
世
相
を
斬
る
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
気
学

を
用
い
て
お
話
し
を
し
ま

す
。気

学
の
九
宮
の
図
の
中

に
は
、
世
界
、
日
本
、
社

会
等
あ
ら
ゆ
る
事
柄
が
表

れ
ま
す
。
定
位
盤
を
基
本

と
し
、
九
星
が
遁
甲
し
回

座
す
る
と
こ
ろ
が
変
化
で

す
。
今
年
は
三
碧
中
宮
の

年
で
、
各
星
が
回
座
し
た

内
容
を
見
て
い
き
ま
す
。

◆
一
白
水
星
が
震
宮
に
回

座（
暗
剣
殺
付
）

一
白
は
水
、
石
油
、
ガ

ソ
リ
ン
、
加
工
品
。
暗
剣

殺
が
付
く
の
で
変
化
、
ト

ラ
ブ
ル
、
ひ
っ
く
り
返
る

と
見
る
。
集
中
豪
雨
、
洪

水
が
あ
り
、
街
で
は
水
道

管
の
老
朽
化
で
水
柱
が
あ

が
っ
た
。
ま
た
、
化
学
物

質
（
ピ
ー
エ
フ
エ
ー
エ
ス
）

に
よ
る
水
質
汚
染
問
題
。

船
の
事
故
も
い
く
つ
か

あ
り
ま
し
た
。
震
宮
（
三

碧
）
は
電
気
・
電
波
。
新

聞
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

事
故
の
中
に
は
操
縦
ミ
ス

だ
け
で
は
な
く
電
気
の
問

題
が
関
わ
っ
て
い
る
可
能

性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

熊
の
事
故
。
熊
は
一
白
、

五
黄
、
八
白
の
象
意
。
一

白
暗
剣
付
で
震
宮
に
回
座

し
て
い
る
為
、
熊
が
雷
の

勢
い
で
出
て
き
て
、
脱
兎

の
ご
と
く
逃
げ
る
。
ま
た
、

熊
は
事
故
を
起
こ
す
こ
と

か
ら
五
黄
の
象
意
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
二
黒
土
星
が
巽
宮
に
回

座
巽
宮
は
為
替
、
通
貨
。

巽
宮
に
二
黒
が
回
座
す
る

の
で
、
円
安
で
す
。
二
黒

は
真
面
目
で
良
い
が
少
し

お
安
い
。
日
銀
が
手
を
打
っ

て
は
い
る
が
、
二
黒
は
ゆ
っ

く
り
確
実
に
安
定
性
を
求

め
、
手
を
動
か
し
た
く
な

い
。
円
安
は
来
年
も
続
き

ま
す
（
巽
宮
に
一
白
回
座

の
為
。
た
だ
し
値
は
少
々

変
動
し
ま
す
）
。

◆
三
碧
木
星
が
中
宮
に
回

座
昨
年
は
四
緑
中
宮
で
木

性
が
二
年
続
き
、
二
年
が

か
り
の
木
性
の
変
化
で
す
。

三
碧
は
地
震
、
雷
、
火

事
。
三
碧
中
宮
の
年
は
地

震
あ
り
と
見
ま
す
。

中
宮
の
位
置
は
八
方
に

睨
み
を
き
か
せ
る
王
位
で
、

各
方
面
に
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

三
碧
の
象
意
は
露
見
。

政
治
で
は
、
今
年
の
裏
金

問
題
か
ら
総
選
挙
に
至
る

ま
で
の
過
程
は
三
碧
に
よ

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
新
旧
が
交
代
す

る
所
が
中
宮
と
言
わ
れ
ま

す
。な

お
、
今
年
の
五
黄
は

兌
宮
に
回
座
し
、
お
金
が

腐
っ
て
い
る
と
い
う
見
方

も
あ
り
。

◆
四
緑
木
星
が
乾
宮
に
回

座（
歳
破
付
）

乾
宮
（
六
白
）
は
国
策
、

立
法
を
司
る
。
行
政
は
離

宮
（
九
紫
）
、
司
法
は
坎

宮
（
一
白
）
で
見
ま
す
。

乾
宮
は
景
気
を
表
し
ま

す
。
物
価
高
が
続
い
て
お

り
、
米
の
値
段
が
上
が
っ

た
。
米
は
六
白
の
象
意
で

す
。
乾
宮
は
公
共
性
、
社

会
性
を
表
す
。

鳥
の
ウ
イ
ル
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
鳥
の
象
意
は
四

緑
で
、
破
れ
を
ウ
イ
ル
ス

と
見
ま
す
。

乾
宮
は
海
外
を
表
す
の

で
、
ウ
イ
ル
ス
は
海
外
か

ら
来
た
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。四

緑
の
破
れ
で
コ
ロ
ナ
、

は
し
か
等
の
感
染
症
の
流

行
。
乾
宮
に
い
る
の
で
土

台
は
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

上
っ
面
の
感
染
症
の
流
行

で
す
。
世
の
中
が
ひ
っ
く

り
返
る
程
の
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
五
黄
土
星
が
兌
宮
に
回

座
兌
宮
は
少
し
ゆ
と
り
が

あ
り
一
休
み
し
よ
う
と
い

う
と
こ
ろ
。
九
年
に
一
回

の
お
休
み
で
す
。
五
黄
を

活
か
す
方
向
に
用
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
骨
董
品
や
中

古
品
な
ど
古
い
も
の
が
喜

ば
れ
ま
す
。
五
黄
の
商
売

に
値
打
ち
が
出
る
。

悪
い
意
味
で
は
兌
宮
に

五
黄
回
座
で
食
中
毒
の
発

生
。

◆
六
白
金
星
が
艮
宮
に
回

座
艮
宮
（
八
白
）
は
土
木
、

建
設
、
建
築
で
住
ま
い
を

表
す
。
三
碧
、
六
白
、
九

紫
の
方
位
に
家
を
求
め
る

と
値
が
高
い
が
、
八
白
は

そ
の
次
に
高
い
。
現
在
、

タ
ワ❘

マ
ン
シ
ョ
ン
が
売

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
六
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白
が
回
座
し
値
が
高
い
が
、

来
年
は
艮
宮
に
五
黄
が
回

座
す
る
の
で
、
タ
ワ
マ
ン

は
手
を
入
れ
て
内
容
を
変

え
な
い
と
（
五
黄
は
再
生
、

再
び
生
か
す
）
売
れ
な
い
。

◆
七
赤
金
星
が
離
宮
に
回

座
離
宮
は
綺
麗
に
す
る
意

か
ら
美
容
、
化
粧
品
。
身

体
を
養
生
す
る
為
の
食
品
。

薬
品
。

美
容
手
術
の
失
敗
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
定
位
震
宮
と

離
宮
は
露
見
す
る
所
で
、

隠
し
た
い
け
れ
ど
も
逃
げ

ら
れ
な
い
。

金
等
の
金
属
の
値
上
が

り
。
七
赤
金
星
が
高
値
の

離
宮
に
回
座
す
る
た
め
で

す
。離

宮
は
株
。
七
赤
が
回

座
し
て
い
る
の
で
、
時
期

が
来
て
す
ぐ
に
タ
イ
ミ
ン

グ
を
計
っ
て
処
理
す
る
の

が
良
い
。

◆
八
白
土
星
が
坎
宮
に
回

座
坎
宮
は
風
俗
、
温
泉
。

親
子
関
係
、
家
庭
。
家
庭

は
本
来
、
二
黒
、
五
黄
、

八
白
が
主
だ
が
、
（
坤
艮

の
線
・
家
庭
や
日
常
生
活
、

生
き
て
い
る
姿
）
坎
宮
も

こ
れ
に
入
る
。
特
に
親
子

の
間
柄
。
坎
宮
に
回
座
の

時
は
、
問
題
に
対
し
て
あ

ま
り
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い

て
対
処
す
る
と
い
う
事
が

少
な
い
で
す
。

◆
九
紫
火
星
が
坤
宮
に
回

座
坤
宮
は
毎
日
の
生
活
。

こ
こ
に
九
紫
が
回
座
し
て

い
る
の
で
生
活
を
華
や
か

に
し
た
い
。
イ
ン
テ
リ
ア

等
が
静
か
な
ブ
ー
ム
と
な
っ

て
い
る
。

九
紫
は
教
育
、
教
養
。

気
教
育
費
の
無
償
化
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

坤
宮
に
回
座
し
て
い
る
の

で
時
間
が
か
か
る
。
来
年

は
九
紫
が
震
宮
に
回
座
す

る
の
で
こ
の
問
題
は
継
続

し
ま
す
。

毎
年
の
九
星
の
動
き
が

我
々
の
生
活
に
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
世
の
中
の

動
き
の
中
で
自
分
は
ど
の

よ
う
な
心
で
あ
っ
た
の
か
、

と
い
う
事
を
振
り
返
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

佐
藤
先
生
、
福
田
先
生
、

貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、

紙
面
の
都
合
に
よ
り
一
部

内
容
を
割
愛
し
て
お
り
ま

す
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ

い
。【

Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
】

次
の
か
た
が
た
よ
り
、

有
宵
会
活
動
に
関
す
る
賛

助
金
を
賜
り
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
ご
厚
情
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
有
宵
会
賛
助
金
ご
協

力
者令

和
六
年
十
二
月
十
三

日
現
在
（
敬
称
略
・
順
不

同
）

今
中
正
美

大
澤
瑶
扇

美
馬
朋
子

阿
部
治

吉
本
真
由
美

匿
名
希
望
一
名

＊
賛
助
金
を
銀
行
振
り
込

み
で
お
送
り
頂
い
た
場
合

は
、
会
報
誌
へ
の
掲
載
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

◎
行
事
・
活
動
報
告

《
鑑
定
会
報
告
》

◆
岩
槻
大
師
様
奉
仕
鑑

定
会

・
日
程
／
令
和
七
年

一
月
一
日
～
三
日

・
場
所
／
さ
い
た
ま
市

岩
槻
区
本
町

光
岩
山

釈
迦
院

岩
槻
大
師
彌

勒
寺

・
鑑
定
人
数

三
十
七
名

（
三
日
間
）

・
出
演
者

五
名

・
種
類

有
料
鑑
定
会

・
鑑
定
料
八
万
六
千
円

は
、
岩
槻
大
師
様
に

御
喜
捨
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

〈
出
演
者

氏
名
〉

（
敬
称
略
・
日
程
順
）

佐
藤
宗
昡

野
口
宗
恩

杉
本
侑
穂

南
亜
希

岩
崎
杏
泉

＊

＊
野
口
先
生
は
元
旦
と
一

月
三
日
の
両
日
に
ご
参
加
。

＊
鑑
定
会
実
施
に
関
す
る

ご
報
告
は
、
佐
藤
宗
昡
先

生
よ
り
有
宵
会
例
会
内
で

ご
報
告
を
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

◎
次
回
行
事
予
定

《
鑑
定
会
情
報
》

＊
令
和
七
年
一
月
十
九
日

現
在鑑

定
会
・
イ
ベ
ン
ト
情

報
は
、
随
時
更
新
さ
れ
ま

す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

《
会
員
向
け
ご
案
内
》

各
イ
ベ
ン
ト
の
ご
出
演

申
込
は
定
員
に
達
し
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
な
お
、
各
日
程
で
は
、

ご
出
演
者
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
の
受
付
を
し
て
お
り
ま

す
。
詳
細
は
、
各
日
程
の

お
問
い
合
わ
せ
先
担
当
者

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

◇
「
ら
・
館
ま
つ
り
２

０
２
５
」
内
、
占
い
コ
ー

ナ
ー

・
日
程
／
令
和
七
年

三
月
二
日
（
日
）

十
時
～
十
五
時
半

・
場
所
／
総
合
区
民
セ

ン
タ
ー

（
最
寄
り
駅
：
地
下

鉄
都
営
新
宿
線
西
大

島
駅
下
車
す
ぐ
）

・
主
催
／
江
東
区
総
合

区
民
セ
ン
タ
ー
様

・
種
類

無
料
鑑
定
会

＊
お
問
合
せ
は
、
佐
藤
宗

昡
先
生
・
福
田
有
宵
先
生

ま
で

―
―

―
―

―
―

―
―

◇
「
こ
ど
も
は
み
ら
い
。

み
ら
い
フ
ェ
ス
タ
２
０

２
５
」
内
、
占
い
体
験
！

・
日
程
／
令
和
七
年

三
月
二
十
二
日
（
土
）

十
時
～
十
五
時
予
定

・
場
所
／
松
戸
中
央
公

園
（
松
戸
市
松
戸
）

・
主
催
／
ま
つ
ど
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
様

＊
雨
天
時

屋
内
開
催

・
種
類

無
料
鑑
定
会

＊
お
問
合
せ
は
、
濱
野
延

珠
先
生
・
福
田
有
宵
先
生

ま
で

―
―

―
―

―
―

―
―

◇
（
仮
称
）
「
展
覧
会
」

内
、
占
い
コ
ー
ナ
ー

・
日
程
／
令
和
七
年

三
月
二
十
二
日
（
土
）

＊
開
催
時
間
は
追
っ
て
ご

案
内
い
た
し
ま
す

・
場
所
／
足
立
区
勤
労
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福
祉
会
館

第
三
洋

室
・
主
催
／
足
立
区
勤
労

福
祉
会
館
様

・
種
類

無
料
鑑
定
会

＊
お
問
合
せ
は
、
八
川
林

加
・
福
田
有
宵
先
生
ま
で

―
―

―
―

―
―

―
―

《
イ
ベ
ン
ト
情
報
》

◇
《
再
掲
》

【
有
宵
会
初
参
り
】
の

お
知
ら
せ

・
日
程
／
令
和
七
年

二
月
十
九
日
（
水
）

・
場
所
／
検
見
川
神
社

様
（
千
葉
市
花
見
川

区
）

・
集
合
時
間

十
三
時

・
集
合
場
所

検
見
川

神
社
様

社
務
所
前

・
祈
願
時
間

準
備
が
整
い
次
第

・
初
穂
料

三
千
円
～

※
参
加
費
（
初
穂
料
／
祈

願
料
）
は
、
基
本
的
に
、

お
ひ
と
り
毎
に
、
三
千
円

～
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
初
参
り
は
自
由
参
加
で

す
。
ご
参
加
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
予
め
「
ご
祈

願
申
込
書
」
に
ご
記
入
の

う
え
、
集
合
場
所
ま
で
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

※
神
社
様
の
混
雑
状
況
に

よ
っ
て
は
、
拝
殿
で
の
ご

祈
祷
開
始
か
ら
終
了
ま
で

長
時
間
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
十
分
な
防
寒
対

策
の
う
え
、
ご
予
定
に
は

余
裕
を
も
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
（
現
地
集
合
・
解

散
）
。

※
直
会
は
予
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
お
食
事
は
、
各

自
で
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

※
《
会
員
向
け
》

【
ご
協
力
の
お
願
い
】

初
参
り
の
運
営
で
受
付

や
場
所
誘
導
の
お
手
伝
い

を
し
て
く
だ
さ
る
か
た
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

＊
初
参
り
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
福
田
有
宵

先
生
ま
で
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇

四
七
（
三
四
四
）
六
九
〇

九
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
：

〇
四

七

（
三
四
八
）
三
八
九
五

―
―

―
―

―
―

―
―

【
事
務
局
だ
よ
り
】

◆
会
員
活
動
紹
介
◆

相
模
原
市
東
林
公
民
館
・

館
長

飯
田
生
馬
様

（
泰
山
林
翰
先
生
）

神
奈
川
県
相
模
原
市
相

南
に
位
置
す
る
東
林
公
民

館
が
昨
年
（
令
和
六
年
）

に
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
、

各
種
記
念
事
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
有
宵
会
に
長

年
ご
所
属
さ
れ
、
現
在
も

幅
広
い
分
野
で
ご
活
躍
中

の
飯
田
生
馬
氏
（
泰
山
林

翰
先
生
）
は
、
東
林
公
民

館
の
館
長
と
し
て
重
要
な

立
場
で
日
々
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
東
林
公
民

館
は
、
文
化
・
芸
術
・
健

康
・
体
育
な
ど
地
域
の
社

会
教
育
の
活
動
拠
点
と
し

て
、
様
々
な
世
代
の
方
が

利
用
で
き
る
施
設
と
し
て

誕
生
」
し
、
地
域
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
と
し

て
、
多
く
の
か
た
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
＊
引
用
：

館
報
『
と
う
り
ん
』
二
三

〇
号現

在
、
飯
田
生
馬
館
長

に
よ
る
活
動
内
容
の
ご
紹

介
が
東
林
公
民
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
館
報
『
と
う

り
ん
』
二
三
〇
号
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
三
月
に
は
、
公
民
館

文
化
祭
・
五
十
周
年
グ
ラ

ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
記
念

式
典
が
予
定
さ
れ
お
り
、

ご
多
忙
の
日
々
を
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。
令
和
七
年

も
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
次
回
の
例
会
情
報
◆

日
程
／
令
和
七
年

三
月
二
十
九
日
（
土
）

十
三
時
～
十
七
時

会
場
／

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館

プ
ル
ミ
エ
第
二
洋
室

（
千
代
田
線

綾
瀬
駅

西
口

徒
歩
三
分
）

＊
有
宵
会
で
は
、
占
術
の

勉
強
会
や
無
料
鑑
定
会
開

催
の
他
に
、
講
師
の
育
成

に
つ
い
て
も
活
動
の
重
点

項
目
と
し
て
お
り
ま
す
。

例
会
で
は
、
会
員
に
よ
る

講
義
お
よ
び
占
例
の
発
表

が
定
例
で
予
定
さ
れ
ま
す

こ
と
を
予
め
ご
了
承
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

＊
今
後
も
、
例
会
お
よ
び

イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
直
前

に
変
更
・
中
止
と
な
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
各
種

の
更
新
情
報
は
、
有
宵
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
定
期
的

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

■
令
和
六
年
十
二
月
例

会
参
加
者

十
二
月
度
は
、
会
場
確

保
の
都
合
に
よ
り
、
偶
数

月
の
日
曜
日
と
い
う
変
則

的
な
開
催
日
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
四
十
四
名

の
か
た
が
会
場
で
ご
出
席

を
さ
れ
ま
し
た
。
例
会
後

は
、
年
末
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
有
志
十
八
名
が
懇

親
会
に
参
加
を
さ
れ
ま
し

た
。懇

親
会
の
開
催
に
は
、

毎
回
、
参
加
人
数
を
予
測

す
る
た
め
、
久
保
田
恵
都

予
先
生
が
予
め
易
で
立
筮

を
し
た
う
え
で
お
店
の
選

定
や
参
加
費
の
交
渉
に
あ

た
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

懇
親
会
関
連
の
無
駄
な
支

出
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、

年
間
を
通
し
て
市
場
価
格

よ
り
も
安
価
で
参
加
が
し

や
す
い
懇
親
会
の
開
催
が

実
現
で
き
て
お
り
ま
す
。

例
会
会
場
に
お
越
し
の
際

は
、
ぜ
ひ
、
懇
親
会
に
も

ご
参
加
を
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。
久
保
田
恵

都
予
先
生
に
は
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
長

八
川
林
加
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